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１、茨城県内の交通事故情勢について

介護サービス提供施設・事業者における交通事故の防止について

（１）県内の人身交通事故の年推移（昭和30年～令和４年）

（２）令和４年中の人身交通事故発生状況

○ 県内交通事故死者数 ９１人 （全国順位はワースト９位）

○ 死者数は９１人のうち高齢者５０人（５４.９％）

○ 死者数は、H２９年以降５年連続減少したが、昨年は増加

第１当事者の年齢層別による
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２、県内の老人福祉・介護送迎業務従事中における交通事故発生状況

（１）過去5年間の発生状況（平成30年～令和４年）

（２）本年の発生状況（令和５年４月末現在）

介護送迎中の人身事故２件、負傷者２人

送迎業務従事中における事故発生状況

平成30年 令和元年 令和2年 令和3年 令和4年

発生件数 12 21 14 20 26

死者数 0 3 1 0 1

負傷者数 19 31 26 28 36



３、事故防止のポイント

（１） 車に乗ったら、カチッとシートベルト
（２） 後退時の確実な安全確認
（３） 危険を予測、かもしれない運転を！
（４） ライトの点灯は早めに！ライトの切替えはこまめに！

（２） 後退（バック）時の確実な安全確認

シートベルト非着用２３人中、
１７人（７３.９％）はシートベルトを
着用していれば、助かった可能性
がありました。

○ シートの背は倒さず、深く腰掛ける。
○ ベルトはたるみやねじれがないようにする。
○ 肩ベルトは鎖骨から胸骨を通るようにし、首に
かからないよう注意する。
○ 腰ベルトは骨盤を巻くように締める。

（１） 車に乗ったら、カチッとシートベルト

○ 後退（バック）するときには周囲の安全を確認して
から乗り込む
○ 運転手の他に乗務員がいるときは、誘導をさせる
など後方の安全を確認をすること。
○ こまめに停止し、何度も確認をする

後退（バック）しようとするときは、あらかじめバックミラーなどで
安全を確かめてから合図（後退灯など）しなければなりません。
（交通の方法に関する教則第５節）



（４）ライトの点灯は早めに！ライトの切替えはこまめに！

車両対歩行者の死亡事故（令和４年）

うち12件（55％）は､ライトがハイビームならば

事故を回避出来た可能性があります。

夜間に発生した｢車両対歩行者｣の死亡事故２２件中､

車のライトの向きは､すべてロービームでした。

（平成30年～令和４年）

日没時間が早まると、
事故件数が増えている
ことがわかるね。

（３）危険を予測、かもしれない運転を！

運転のメカニズム

認知

予測・判断操作（動作）

情報
交通事故を防ぐため
には危険の予測と安
全判断ができるかが、
とても重要です。

だろう運転は危険です かもしれない運転を！！



早めのライト点灯で
車の存在をアピールしましょう。

対向車や先行車がいない時は、
上向きライトを活用しましょう。
上向きに出来ないときは、
速度を控えましょう。

ライトの効果的な活用


